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（証券コード：2201）

個人投資家様向け会社説明会

2025年3月

将来予測・業績予想について
本資料には、当社（連結子会社を含む）の見通し、計画、目標など将来に関する記述が含まれておりますが、これらは当社が現在入
手している情報に基づく判断や仮定を基礎としたものであり、将来における当社の実際の業績または展開と異なる場合があります。
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森永製菓グループ概要

創 業

1899年
グループ会社*1

19社
連結従業員数*1

3,189人
資本金

186億円
会社設立

1910年

*1 2024年6月末時点  *2 インテージSRI＋ 推計販売規模金額 2023年4月～2024年3月 *3 インテージSRI＋ 推計販売規模金額 2022年4月～2024年3月

主なブランド・シェア

メーカーシェア*2

2位

シェア*2

1位

ソフトキャンディ
シェア*2

1位
キャラメルシェア*3

1位
プレーンビスケット

シェア*2

1位

菓 子 冷 菓

ゼリー飲料

海外展開
HI-CHEW

世界30以上の国と地域で販売

グローバルブランドへの成長を目指し、展開を加速
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1,812 
1,943

2,133 2,270 
2,460

1,500

1,700

1,900

2,100

2,300

2,500

連結業績推移*1

＋12 ▲０ ▲2 ▲19 ▲78 ▲46
原材料価格
高騰影響*3

（億円）

FY23FY18 FY19 FY20 FY21 FY22

▲73

FY24予想*2 FY26目標

▲？？

売上高(億円) 営業利益(億円)営業利益率(％)

*1 FY21期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を適用、FY20以前の売上高は、当該会計基準等を遡って適用したと仮定した概算値
*2 2024年11月12日における2025年3月期業績予想数値 *3 原材料影響には原材料相場の他にコストダウン取組や為替相場変動要素を含む／森永製菓単体および製造子会社
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売上高・営業利益構成（2025年3月期予想*1）

*1 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値 *2 ｉｎブランドを冠したキャンディ、チョコレート等の商品は菓子食品事業、アイスは冷菓事業に含む
*3 中国・台湾の米国向け輸出に係る利益を含む

営業利益
213億円

49.6% 70.0%

菓子食品事業*2 

36.8％

その他
13.7％

ｉｎ事業*2

14.0％

通販事業
4.8％

米国事業*3

9.3％

冷菓事業*2 

21.5％

菓子食品事業*2 

17.8％ ｉｎ事業*2 

35.2％

米国事業*3

15.0％
冷菓事業*2 

18.3％
通販事業
1.4％

重点領域比率

その他
12.2％

ｉｎ事業 通販事業 米国事業冷菓事業 菓子食品事業

売上高
2,227億円
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森永製菓グループ 2030ビジョン
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2030経営計画における2024中期経営計画の位置づけ

2030経営計画達成のための「道筋をつくる」２ndステージ

2024中期経営計画

飛躍に向けた新たな基盤づくり
2021中期経営計画

2021 2024 2027

飛躍に向けた成長軌道の確立

バックキャスティング 2030
ビジョン

さらなる経営基盤の強化に向けた取り組み

さらなる成長に
向けた取り組み

「重点領域」成長の牽引

「基盤領域」安定的なキャッシュ創出
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2024中期経営計画 基本的な考え方：成長性と資本収益性の好循環

成長性と資本収益性の好循環で2030年に向けた成長軌道を確かなものに

✓菓子食品事業の資本収益性改善
✓国内外事業子会社の

安定的な利益創出
✓「種まきから水やりへ」

事業の芽の育成フェーズへ
✓パセノール 事業へ資源投下

✓成長事業への積極投資
✓生産設備投資の選択と集中

✓ＤＸ推進の強化
✓人材投資の加速
✓既存技術のさらなる進化と新技術獲得

✓マテリアリティと取り組みテーマのアップデート
によるサステナブル経営のさらなる進化

✓海外事業の力強い成長を牽引する米国事業
✓国内事業の着実な成長継続
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重点領域の選定と事業ポートフォリオの転換
「成長性」と「収益性」が見込める事業を重点領域と定め、経営資源配分を集中
基盤領域の菓子食品事業は安定的なキャッシュ創出と、資本収益性・投下資本効率の改善に取り組む

重点領域 ―成長牽引―

菓子食品事業等

基盤領域 ―キャッシュ創出―

ｉｎ
事業

通販
事業

米国
事業

冷菓
事業

高

成
長
性
・
収
益
性

探索・研究領域 ―事業創造―

49.4%58%

50.6%
42%

事業ポートフォリオ 売上高構成比のイメージ

40%

60%
以上

21中計
実績

2030年
目標

18中計
実績

（期間平均）

24中計
目標

47%

53%
以上
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237 

280 
306 315 317 

362 

500 

19.2%

24.3%
22.9%

21.0%

23.7%
24.7%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY26 FY30

重点領域 ｉｎ事業

2030年目標・24中計計画

NEW

棒 ：売上高（億円）
折線：営業利益率

500億円

ゼリー飲料のパイオニア「ｉｎゼリー」を軸に、高い収益性を誇る事業
様々な健康ニーズに対応すべく、「ｉｎ」ブランドを拡張・強化

ゼリー飲料
市場規模*²

1,046億円

35.9％

FY24
予想*¹

24中計

ｉｎゼリーのさらなる拡大1

 1994年発売、ゼリー飲料市場を創造
 No.1ブランドとして市場成長を牽引
 LTV（ライフタイムバリュー）戦略の推進

ｉｎブランドの拡張2

 ｉｎバーの成長・利益構造改善
 ｉｎ新ブランドの開発推進・定着

*1 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値 *2 インテージSRI＋ 推計販売規模金額 2023年4月～2024年3月
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ｉｎゼリー：LTV（ライフタイムバリュー）戦略の推進

15～19歳
メインターゲット
前の世代

～14歳
ファースト

コンタクト世代

20～30代
メインターゲット

世代

40～50代
メインターゲット
上の世代

60代以上
ｉｎゼリー発売時
30代以上の世代

女性向け
フルーツ食感（食物繊維・マルチビタミン） シニア向け商品の開発

子ども向け
成長期サポート（カルシウム）

子どもからお年寄りまで、それぞれのライフステージにあるニーズに対応
（部活・受験） （仕事・朝食代替・趣味・スポーツ）
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384 
401 405 

453 
488 

506 

560 

19.4%

12.1%

8.5%

10.6%

8.2% 8.6%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY26 FY30

ジャンボグループ1

 アイスボックス用途拡大（暑さ対策、割材）

 冷凍食品市場等への挑戦（冷凍ホットケーキ）

 ウェルネス商品発売・育成（機能性マルチパック）

重点領域 冷菓事業

 各部門の連携により、パリパリ食感を追求
 シニアや若年層など購買層を広げ、更なる成長へ

2030年目標・24中計計画

560億円

ジャンボグループを中心に菓子技術を活用した差別化商品を展開
市場は緩やかに成長する中、当社は市場を上回る成長を遂げシェアを拡大（直近5年で7位 2位*²）

FY24
予想*¹

24中計

菓子技術を活用した差別化された商品群２

技術優位性で新市場創造３

 板チョコアイス、ザ・クレープ がジャンボに次ぐ柱へ成長
周辺市場（チルドデザート、チョコレート等）から需要獲得

*1 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値 *2 インテージSRI＋ 推計販売規模金額 2023年4月～2024年3月
*3 インテージSRI＋ 加重販売店率 全チャネル 2023年4月～2024年3月

アイスで鮮度マーケティングを確立した唯一無二の商品棒 ：売上高（億円）
折線：営業利益率
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74 

91 
102 109 109 

140 

200＋α

8.7%

3.7%

6.4%

1.9%
3.6%

6.4%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY26 FY30

さらなる事業拡大の取り組み２

既存通販事業1

売上高は19年連続で伸長中

重点領域 通販事業

2030年目標・24中計計画

200億円＋α

お客様のウェルネス実現をサポートするDtoCモデルのヘルスケア事業
顧客データ活用によるCX（顧客体験価値）向上に取り組み、更なる成長を目指す

 主力商品「おいしいコラーゲンドリンク」
-おいしい味わいが高評価
（コラーゲン特有の臭みを当社技術でマスキング）

-機能性表示食品（肌・ひざ関節・骨）

 第２の柱「おいしい青汁」育成
 新規顧客獲得、長期定着を図り、定期顧客数拡大へ

FY24
予想*¹

24中計

 高付加価値の嗜好品を販売し、食の領域拡大
 「おかしプリント」事業の成長

*1 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値 *2 冨士経済「H・Bフーズマーケティング便覧2018-2024」（美容効果健康志向食品/コラーゲンカテゴリー/2016-2022年実績）

棒 ：売上高（億円）
折線：営業利益率



16*1 FY24の在外子会社換算レートは１米ドル＝151.58円の前提 *2 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値

現地スーパー、コンビニ
売場展開

重点領域 米国事業
2008年米国進出から17年、200億円規模の事業に成長
HI-CHEWの食感と味わいが現地のお客様に受け入れられ、全米で販路を開拓

0 2 5 7 10 18 22 22 
34 38 45 

58 
70 

92 
111 

136 141

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

販売会社設立
（カリフォルニア州）

現地大手チェーン
概ね導入

販売会社
設立

日系ストア
中心に販売

販売エリアを
全米に拡大

2008年 2009‐2012年 2013‐2016年 2019年 2021‐2024年

売上高推移（単位：百万米ドル）

（予想*2）

製造会社設立
（ノースカロライナ州） 現地製造開始

211億円*1
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72 
105 

146 

191 
211 

297 

483 

14.7%
14.0%

10.1%

16.9%
15.3%

13.0%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY26 FY30

重点領域 米国事業

483億円

HI-CHEWは、さらなる売上高拡大に向け、取り扱い及びブランド接点の拡大に取り組む

FY24
予想*¹

24中計

57％*22024年時点 ブランド認知率

棒 ：売上高（億円）
折線：営業利益率

導入・取り扱いの拡大
 商品ラインアップの拡充

‒ スーパー、コンビニ等での新商品発売
（新フレーバー、様々な容量形態）

 販路の開拓
‒ 空港売店や均一ショップ等への導入増 HI-CHEW グミデザートミックス

2024年発売商品（一部）

 MLB球団とのパートナーシップ契約
 プロモーションマスコット起用による
ブランドファンの獲得

ブランド接点・認知の拡大

2030年目標・24中計計画 HI-CHEW：ブランドの拡大1

* FY24の在外子会社換算レートは１米ドル＝151.58円の前提、FY26およびFY30は同138円の前提 *1 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値
*2 当社調べ 対象：全米・全世代 N=4,600
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その他

HI-CHEW：ラインアップ（一部）

360g 850g

スティック 小袋

HI-CHEW グミ 個包装なし 砂糖使用量 30％減

中～大袋
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投資額 ： 約 136百万米ドル （約 196億円）
資金計画： 自己資金
生産品目： HI-CHEW 袋形態

工事計画： 2024年10月 着工、 2027年1月 稼働開始

HI-CHEWグローバル生産体制の構築
HI-CHEWを中核としたグローバル戦略を加速すべく、米国第２工場増設を決定

森永アメリカフーズ㈱ 第２工場建設

完成イメージ

 既存工場との連携による供給体制の強化、設備の改善や省人化による生産効率化を図る

米国のNon-chocolate candy市場は今後も継続した成長が予測されるなか、
HI-CHEWは市場を上回る成長を見据え、生産拠点の増強を実施
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Chargel：ゼリー飲料市場の創造２

重点領域 米国事業
米国市場向けのゼリー飲料を開発し、2022年2月発売
2030年に向けて事業基盤の拡大を進め、ゼリー飲料市場の創造を図る

商品概要

商品名 （チャージェル）
エネルギーを補給する意味の「Charge」と
ゼリーを意味する「Gel」を組み合わせ

コンセプト いつでもどこでもおいしく手軽に
エネルギーが補給できるゼリー飲料

販売状況
 ECサイト

‒ Amazon様で販売好調、リピーター増加

 スーパー、コンビニ
‒ 日系ストア(西海岸中心)では概ね導入
‒ 現地スーパー、コンビニでの導入に向け商談

 商品理解・ブランド認知促進のため、
サンプリング活動を実施

 『Thirst quenching snack』
（喉の渇きも癒せるスナック）
としてスポーツシーンでの飲用を訴求

マーケティング
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 森永ビスケット：ロングセラー商品多数
 ムーンライトを中心とした商品・広告展開
により需要喚起

733 724 743 
791 

835 846 

8.3%

4.5%

2.1%

5.1% 4.6%

6.7%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY26 FY30

基盤領域 菓子食品事業

2030年目標・24中計計画

10%

収益性の高いキャンディ・ビスケットの売上構成を高めると共に、チョコレートの収益性改善を進める

FY24
予想*¹

24中計

キャンディの事業成長1
 ハイチュウ：2024年2月にロゴ変更

 グミやハードキャンディからの流入も狙い、需要喚起を強化
 森永ラムネ：「おいしさ・楽しさ・機能」の多様な価値を

拡げる戦略で更なる購入率拡大へ

ビスケットの事業成長２

チョコレートの資本収益性改善３
 高単価(高利益)・高付加価値商品の発売・育成

基幹品 基幹品
*1 2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値 *2 インテージSRI＋ 推計販売規模金額 2023年4月～2024年3月

棒 ：売上高（億円）
折線：営業利益率
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2030年に向けたさらなる取り組み：海外事業のさらなる成長
「HI-CHEW」はグローバルブランドに向けた新たなステージへ

「HI-CHEW」ロード    ～日本発売から現在までの歩み～

2000年
台湾発売 2004年

中国発売 2008年
米国発売 2011年

NZ発売
2018年
英国発売

2015年
豪州発売

アジアブランドへ
米国ブランドへ

2030年
グローバル
ブランドへ

※1

アジアへ
北米へ オセアニアへ

欧州へ

日本
1975年
発売

2024年
グローバルブランド
パッケージ導入

欧州各国の
スーパー、コンビニへ
順次導入拡大

• フランス
• スペイン

• スイス
• ドイツ

2030年 目標  海外売上高 750億円（FY24予想*1 306億円）  海外売上高比率 25％ （FY24予想*1 13.5%）

* FY24の在外子会社換算レートは１米ドル＝151.58円の前提、FY26およびFY30は同138円の前提 * 主たる「HI-CHEW」の発売国を抜粋。発売年は、現地製造販売もしくは本格的な直接貿易を開始した年
*1  2025年2月10日における2025年3月期業績予想数値
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経営目標（2024中期経営計画・2030年経営計画）

2023年実績 2026年 2030年

売上高 2,133億円 2,460億円 3,000億円以上

営業利益 202億円 246億円 -
＜重要経営指標＞

売上高営業利益率 9.5% 10.0% 12%以上

重点領域売上高比率 50.6% 53%以上 60%以上

海外売上高比率 12.7% 16%以上 25%以上

ROE 11.8% 12%以上 15%以上

ROIC*1 9.6% 10%以上 12%以上

DOE 4.0% 4.3% 4.5%以上

*1  貸方アプローチで算出 計算式：NOPAT÷投下資本（有利子負債＋株主資本）
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会社概要、企業理念

2030経営計画、2024中期経営計画

1

2

サステナビリティ取り組み３

株主還元4
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マテリアリティ

世界の人々のすこやかな生活への貢献

多様な人材の活躍

持続可能なバリューチェーンの実現

地球環境の保全

サステナビリティガバナンスの強化

サステナブル経営の進化

社会価値の創造とレジリエントな経営基盤づくりを進め、持続的成長を実現へ

サステナブル経営

サステナビリティ方針
森永製菓グループは、森永製菓グループのパーパスである「世代を超
えて愛されるすこやかな食を創造し続け、世界の人々の笑顔を未来
につなぎます」の実現に向けた企業活動を通じて、持続可能な社会へ
の貢献と当社グループの持続的成長を目指します。



26

お客様とともに 持続可能な社会の実現に向けて

 「プロギング」の普及推進

規格外品の発売

- ジョギングしながらゴミ拾いをする「プロギング」を広め
「環境の健康」に貢献

ガーナなどカカオの生産国の子どもたちの
教育環境の改善や児童労働問題への取り組みを、
商品の売上の一部を使って支援する活動

- 支援パートナー 公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン様、
特定非営利活動法人ACE様

- 2008年より継続、寄付金額 累計約3億円（2023年時点）

- 2023年、社員3名がガーナを訪問
カカオ生産における現地状況・課題への理解を深めた

- 製造時に発生した規格外品を廃棄せず、
お求めやすい価格で提供

1チョコ for 1スマイル

プロギングの普及推進

規格外品の発売1チョコ for 1スマイル

3品で年間
約170トン*以上
を製品化に
利用見込み

* 2024年度の見込販売数量から算出
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会社概要、企業理念

2030経営計画、2024中期経営計画

1

2

サステナビリティ取り組み３

株主還元4
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株主還元の強化

資本コストや株価を
意識した経営の実践

中長期財務戦略

持続的な企業価値向上に向けて、「資本コストや株価を意識した経営」を実践

経理財務戦略を支える基盤づくり
ＤＸによる管理インフラ強化 ファイナンス組織体制の強化 経理財務ガバナンスの強化 人材育成

財務安全性の確保と
資本コストの低減

2ROICマネジメントの
実践による

成長力と資本収益性の向上

1

3



29*1 当該会計期間に係る剰余金処分の額を記載 *2  2024年5月10日における2025年3月期配当予想数値
*3 当該会計期間中の取得金額を記載（FY24は2024年11月19日までの取得分）

33 36
40

45
50

55
60

FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

26.7% 33.5% 30.0%
16.3%

47.9% 33.2% 34.0%

3.5% 3.6% 3.5% 3.6% 3.8% 4.0%

株主還元推移
9期連続増配、2025年3月期も増配を計画
今期の自己株式取得は過去最高、引き続き自己株式取得の検討を機動的に行う

（特別利益除く）
35.3％

（予想*2）

DOE
（純資産配当率）

配当性向

111

86

123

FY22 FY23 FY24

（億円）1株当たり配当金推移*1 自己株式取得推移*3
（円）
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株主優待

当社製品詰合せのご送付または同等金額のご寄付のいずれか選択式にてご用意

継続保有期間

6か月以上3年未満 3年以上

保有
株式数
権利確定日
9月30日

100株
～

599株

1,500円相当の
当社製品詰合せ

または
同等金額のご寄付

2,500円相当の
当社製品詰合せ

または
同等金額のご寄付

600株
以上

2,500円相当の
当社製品詰合せ

または
同等金額のご寄付

4,000円相当の
当社製品詰合せ

または
同等金額のご寄付

※写真はイメージ

株主様からのご寄付は、当社が展開する「1チョコ for 1スマイル活動」への
支援として、公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン、特定非営利
活動法人ACEへ寄付させていただきます。

森永製菓製品詰合せ（2,500円相当）

「1チョコ for 1スマイル活動」への寄付
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（ご参考）IRサイトのご紹介

当社IRサイトではIR情報をタイムリーに発信

https://www.morinaga.co.jp/company/ir/ https://www.morinaga.co.jp/company/ir/investor/

IR情報トップ 個人投資家の皆様へ

https://www.morinaga.co.jp/company/ir/
https://www.morinaga.co.jp/company/ir/investor/
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